第３０回　第３部会（保健福祉）概要

日　時　　平成２１年３月１８日（水）　午後６時３０分～午後８時３０分
場　所　　市役所　２階　第２委員会室
出席者　　山田耕一、安達陽子、瀧川正義、中原義勝、平田和弘、前田文彦、
吉野良子、米澤孝雄
事務局　　沼田企画グループ主査（企画調整担当）、千葉企画グループ主査（企画調整担当）
配布資料　◎第２期登別市障がい福祉計画の策定について
　　　　　◎第１期登別市障害福祉計画に関する検証及び課題について

　　　　　◎第１期登別市障害福祉計画

　　　　　◎精神障害者の定義

　　　　　◎障害等級の基本的なとらえ方

　　　　　◎H19年全国市長会に対しての回答

　　　　　◎一般乗用旅客自動車運送事業の運賃及び料金に関する制度について
１　第２期登別市障がい福祉計画について
❑　第２期登別市障がい福祉計画について、情報提供させていただきます。

　　本計画は北海道の策定指針に基づき作成しており、計画中の数値等は第１期計画に則っています。
　　ただし、給付実績は変更しました。北海道が各市町村に調査を行ったほか、市独自でも事業所に出向いて調査を行い、その結果を反映したためです。
　　また、本計画を策定するにあたり、「第２期登別市障がい福祉計画の策定について」の２２ページ、「２　登別市障害者福祉計画推進会議委員名簿」に記載されている方に委員になっていただき、８回にわたり協議してきました。

「第１期登別市障害福祉計画に関する検証及び課題」に記載しているとおり、第１期の計画には課題があり、障がい者が地域で暮らせる社会の実現に対しては不十分な点があったと認識しています。
それでは「第２期登別市障がい福祉計画」の内容をご説明します。

計画の１ページには本計画の理念を掲載しています。それに基づき各施策ごとに目標を定めています。（障害福祉Ｇ）

❑　第１期の計画を検証し、第２期の計画を作ったということですか。

❑　そうです。（障害福祉Ｇ）

❑　２ページ、平成２３年度の目標値の設定における基本目標値は第１期計画と変わっていません。北海道が示した計画目標の中で登別市に該当する部分を抽出しました。
ただし、「２　入院中の精神障がい者の地域生活への移行」については平成１７年度調査時の数字を乗せていますが、北海道が平成１９年度に再調査をしているため、その数字が本年３月３１日までに示されれば変更になる可能性があります。

３ページ、「計画の期間及び見直しの時期」について、第１期策定当初は平成２３年度までの第２期計画で終了する予定でしたが、平成２６年度までの第３期計画まで策定することとなりましたので、計画期間を変更しています。

４ページ以降は分野別施策の説明と具体的な目標量を記載していますので、簡単にご説明します。

４ページ第１章で「（２）登別市福祉のまちづくり条例の制定が」記載されています。
５ページの第２章では「相談支援体制と事業内容」について記載しておりますが、新たに追加された項目として、成年後見制度利用支援事業を追加しています。

６ページ、「２　在宅支援の充実」の「（１）訪問系サービスの種類ごとの必要見込量」では、大きく見込み量が変わっております。第１期計画では居宅介護を月１，２３０時間実施することとしておりましたが、第２期計画では５７４時間としました。これは実情に合わせて変更したものです。

７ページ「（２）地域生活支援事業の種類ごとの必要見込量」も大幅に変更になりました。こちらも実情に合わせ数値を変更したものです。

これらの施策については、先ほどご説明した登別市障害福祉計画推進会議の意見で追加になったものもあります。
また、移動支援事業は通勤、通学は原則支援を受けられませんが、通学には支援をして欲しいとの意見が出され、結果は持越しされています。パソコン給付についても給付量が膨大になるため今後の検討課題となっています。

１０ページ「３　施設による支援の充実」の見込量は第１期から変更していま　せん。

１１ページ「（２）居住系サービスの種類ごとの必要見込量」では、グループホーム・ケアホームの必要見込量を事業者の意向もあり数値を増やしています。（障害福祉Ｇ）
❑　居住系のサービスは旧体系の施設は廃止され、新体系の施設へ移るということですか。

❑　障害者自立支援法により平成２３年度までに新体系への移行されることになっています。

例えば旧体系では入所者のみが受けていた支援を新体系では地域の人が通所により支援を受けることができるようになります。（障害福祉Ｇ）

❑　１９ページ「４　移動・交通安全対策の充実で」は、「（１）移動支援事業の充実」に精神障がい者の公共交通機関等における割引制度の運用について引き続き国等に対し要望する旨を追加しました。
また、「（６）交通安全施設の整備」では、既存整備箇所と増設要望箇所の整備について数値を記載しておりましたが、逆に数を制限される可能性があるため削除しました。

以上簡単に説明申し上げましたが、３月１９日までを期限としてパブリックコメントを実施しておりますので、ご意見をいただければと思います。（障害福祉Ｇ）

❑　何か質問はありますか。

❑　今いただいた資料と登別市障害福祉計画推進会議の資料は違うものですか。

❑　多少文言の整理が行われているところもありますが同じです。（障害福祉Ｇ）

❑　線を引いてあって見づらい。

❑　見え消しで変わったところが分かるようにしています。最終的な計画書は４月に印刷する予定です。（障害福祉Ｇ）

❑　８ページの事業の種類ごとの実施内容で、住宅入居等支援事業の保証人は誰がなってくれるのですか。

❑　保証協会や病院のケースワーカーなどが考えられます。状況により臨機応変に対応しています。（障害福祉Ｇ）

❑　精神障がい者が乗車した場合５割引になる支援を道南バスが行っているが、この計画には入っていなかった。
❑　多くの制度があり、すべてを掲載していません。
また、混乱を防ぐため表示していない事業もあります。（障害福祉Ｇ）

❑　１４ページ「２　教育施設の充実」に各学校の校内委員会を設置すると記載しているが、既にあるのか。またその構成員は誰になっているのか。

❑　校内委員会は各学校にあります。構成員は分かりません。教育との連携はこれからの課題です。（障害福祉Ｇ）

❑　１ページの基本的な考え方の｢２　三障がい共通の支援体制の充実｣は第１期から目標になっているが、精神障がいについてはなかなか浸透していない印象を受けています。

１９ページの「また、精神障がい者の公共交通機関等における割引制度の運用について、国等に対し、引き続き働きかけます。」との記載を追加したことについては評価しますが、市自らバスやタクシー会社への働きかけを行っていただきたいと思います。

❑　その件はこの第３部会で市に提言しようとしている件であり、今後の検討になるのではないでしょうか。（障害福祉Ｇ）

❑　今日は第２期登別市障がい福祉計画の内容について説明をいただける場であり、今我々が市に意見を言う場ではないですよね。もし言い分があればパブリックコメントに出せということでよろしいのですよね。

❑　７ページの（新）成年後見制度利用支援事業とはどんな制度ですか。

❑　後見人がいない人を家庭裁判所に申し立ててその人の権利を守る制度です。弁護士や裁判に関する費用について支援します。（障害福祉Ｇ）

❑　身内がいない人だけが対象なのですか。

❑　身内がいる場合は４頭身までの親族が後見人にならなければなりません。（障害福祉Ｇ）

❑　パブリックコメントは明日が締め切りですが、コメントの内容はどの程度公表されるのですか。せっかく市民が意見を出したのだからすべて公表して欲しい。

❑　高齢介護Ｇが行ったパブリックコメントでは、市民からのご意見をホームページで公表しています。（障害福祉Ｇ）

❑　パソコンが無い人のためにも広報紙に掲載して欲しい。

❑　広報紙に掲載する場合、時間がかかりすぎるのが難点です。（障害福祉Ｇ）

❑　札幌市ではコメントとそれに対する市の回答が福祉課においてあった。

❑　ホームページにだけ掲載してもパソコンを持っている人しか見られない。今のようなコメントや回答を窓口に置くことを検討してください。

２　運営委員会の結果について
❑　市民自治推進委員会の委員の更新について文書が皆さんの家に郵送されていると思いますが、期日までに事務局に提出してください。
前回の運営委員会の結果をご報告します。運営委員会について部会長、副部会長がいずれも出席できない場合について、委任を受けた部会員が出席できるという案が運営委員会で協議されました。全体会議に諮り決定することになります。

３　第３部会の提言について
❑　第３部会の提言について、運営委員会に提出しました。運営委員からは精神障がい者の定義を乗せるべきとの意見と、法の改正が伴うのならば何法の何条何項かを具体的に表示すべきとの意見が出されました。

我々の提言について再考してみましたが、何を要望しているのか分かりづらいと思います。交通費の助成について、市の独自の助成は無理であり、結局、国や道に要望しますという回答しかこないと思います。
交通費の助成については事業者の好意によるものであり強制ではありません。精神障がい者も施設に通う場合は助成があり、市も考えてくれています。
市と市民自治推進委員会が連携して道南バスや室蘭ハイヤー、登別ハイヤーなどの事業者にお願いしてはどうかと思う。タクシーの運転手さんと話をしたが、ハイヤー会社が１割負担してもお客さんが多くなったほうが良いといっていた。そのあたりを詰めて提言したほうが良いのではないでしょうか。提言内容をバス、タクシーの割引に限定したらどうだろうか。
❑　運営委員会に提出した提言をキャンセルして出し直しましょうと言っているのですか。それとも提言は出しておいて第二段階として検討しようといっているのですか。

❑　それを今決めたいと思います。

❑　提言に対する市の回答を見てからで良いのではないでしょうか。

❑　最初の精神障がい者への交通助成５項目のままでよいと思います。

❑　今まで検討してきて、市は独自の助成を行っていないのはわかっている。実際助成は難しいのも分かっていてあえて提言しようと決めたはず。

❑　我々の要望について行政はいつもできないという。協働に対して市は真剣でない。できないという回答を前提にするのではなく、できるよう行政も知恵を出して欲しい。

❑　運営委員会が精神障がいの定義を書けというのも失礼な話。障害者手帳を持っている人ということでしょう。

❑　道南バスの助成を受けている人は２０人くらいと聞いている。登別には精神障がい者が２５０人いると言われているが利用者は少ない。

❑　そういう人を外に出すのが目的。そのために制度の充実を図ろうとして提言するのではないですか。
❑　提言は今のままでよいこととします。運営委員会で何か言われたらまた報告します。

❑　今後、提言などの話し合いは新メンバーに継続することになるのですか。

❑　現在、市民自治推進委員会の更新等の確認をしているところですが、退会を希望されている方も結構いらっしゃいますので、今後の部会性のあり方についても検討する必要があります。委員の更新等の確認は、３月２３日が締め切りとなっていますので、その結果をもとに会長、副会長と検討したいと思います。部会の切り替え時期については、まだ決まっていません。（事務局）
◎次回開催日等について
●　次回開催日　平成２１年４月１５日（水）　１８時３０分～
　　場所　　　　市役所　２階　第２委員会室
　
PAGE  
6

